
東広島医療センター 

呼吸器診療グループ 

 

2025年度メンバー紹介と 2024年度の診療実績・業績 

 

東広島医療センター呼吸器診療グループには、内科・外科領域において経験豊富な専門医が複数

名在籍しており、放射線診断専門医・治療専門医および病理専門医と連携のもと、肺癌をはじめと

する胸部悪性疾患、炎症性疾患（結核・非結核性抗酸菌症を含めたさまざまな気道感染症や膿胸）、

気管支喘息、慢性閉塞性肺疾患（COPD）、びまん性肺疾患（間質性肺炎ほか）、縦隔・胸膜関連疾

患、気胸、外傷などあらゆる呼吸器疾患に対して専門的な治療が可能な全国でも有数の施設です。 

呼吸器診療グループ全体としても、毎週月曜日にグループ合同カンファレンスを行い、各患者さ

んに最適な治療を協同で実施できる体制を整えております。広島中央医療圏における住民の皆さん

に最高レベルの医療を提供し続けるとともに、情報発信を行っていきたいと考えております。 

本年度から加わりました新しいメンバー（下記：赤字）ともども、一層のご指導ご鞭撻を賜りま

すようご挨拶申し上げます。 

 

 

呼吸器内科 

宮﨑こずえ（部長）、西村好史（医長）、川﨑広平、三登峰代、大住華子、重藤えり子（非常勤） 

呼吸器外科 

柴田諭（院長）、原田洋明（診療部長）、赤山幸一（医長）、仲川知樹 

放射線科（診断部門・治療部門）  

富吉秀樹（診療部長）、藤田和志（医長）、清水悠太郎、迫田慈子（非常勤） 

病理診断科 

服部拓也、万代光一（非常勤）  

 



➢ 呼吸器グループの 2024年度診療実績   （ ）内：2023年度実績 

呼吸器内科  入院治療患者：延べ 878名（954名）、外来紹介患者：延べ  628名（528名） 

疾患別入院患者数    検査・処置数  

 胸部悪性腫瘍  452  (508)  気管支内視鏡 218 (248) 

 感染性肺疾患  130  (123)  超音波気管支鏡 (EBUS) 39 (34) 

 びまん性肺疾患  94   (94)  気管支充填術 (EWS)   3 (3) 

 閉塞性肺疾患関連  24   (27)  その他  7 (1) 

 抗酸菌関連疾患  36   (27)    

 新型コロナ関連  66 (99)    

 その他  76   (76)    

 

 

呼吸器外科   入院治療患者：延べ   268名（261名）、外来紹介患者：延べ 139名（115名)    

疾患別手術数 計   170 (175) 術式別手術数 計  170 (175) 

 原発性肺癌     78 (85)  片肺摘除 0 (1)   

 転移性肺腫瘍    6 (11)  肺葉切除  55 (64)   

 縦隔腫瘍    15 (9)   うち形成術   3 (4) 

 気胸・嚢胞性肺疾患   40 (31)  肺区域切除 14 (13)   

 膿胸     9 (15)  肺部分切除  26 (26)   

 胸膜関連疾患    4 (3)  嚢胞・ブラ切除 39 (33)   

 その他   18 (20)  その他  36 (38)   

上記と別に手術枠の関係にて他院で行った出張手術（肺悪性腫瘍：5例、気胸：2例、その他：1例） 

 

 

放射線科   呼吸器疾患に対する放射線治療数および CTガイド下手技 

肺癌関連放射線治療 計     125 (92) 胸部腫瘍に対する CT下生検ほか 

 肺     57 (57)   5 (17) 

 骨    23 (18)    

 脳    26 (11)    

 その他   19 (6)    

 

➢ 2024年度業績（筆頭著者・演者が当グループのもの） （ ）内：2023年度業績 

講演                                11 件        (6件) 

英論文                      1 件      (2件) 

和論文                               3 件       (3件) 

国際学会                    0 件       (4件)  

国内全国学会                         13 件      (15件) 

国内地方会・研究会                9 件     (11件) 

 

各種学会における優秀演題表彰等         2 演題      (7演題) 


